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329. 潟齢者における身体運動議と体力総合評絡の関係
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{図的}高齢者におけるの体力の維持・増進のために，

潔機的な遂動・スポーツ活動が効楽的であることは多〈の

研究によって絞鳴されており，鑓燦運動として広く奨励さ

れている.これに伴い，日常生活全般における身体運動最

も増加していることが予想される.機嫌運動による綴接的

な体力増進への効果だけではなく，運動・スポ…ツ活動の

留儲佑に伴う総体的な務体遂動盤の増加が，体力増進の麓

婆な婆悶となっていることが捻滅される.

本研究では，高齢者における務領的な遼動'スポーツ活

動に伴う臼常生活全般における挽体運動畿の増加が，体力

増進に及iます彰i轡を検討することを践的とした.
{方法}測定期間は平成 10!f: 11月から平成 11年 12Hの
14ヶ月間であった.被験者は，l[恐2時間程度の縫E買運動

を轡s擦的に遜2[現実施している高齢者 (64.2士5.9裁)努女

89名であり，歩数計(スズケン， Kcnzカロリーカウンタ

…セレクト 2)を袋脅し，毎日の身体運動盤を記録した.
文部省新体力テスト (65・79議用)の嬢カ，上体起こし，

長盛{立体街路，開銀片足立ち， 10m擁護物多行， 6分間歩

行の8項目を苦手j定し，体力テスト合計点により体力:を評{却

した.

平成 10年 1111から平成 11年 6月までを第 l慰問，続

く平成 11年6月から平成 11年 12月までを第2期間とし

た.対応のあるか検波を潟いた間期間における身体運動畿

の平均鐙の鐙から，増加!群，維持群，減少群lこ区分した.

各群における平成 11年 6月と 12月の体力テスト合計1.去の

平均{査の援を対Jie.のあるt検定により検討した.
{結梁及び考察]2綿織における日常の身体運動;陸の平均

{症による群分けの結果，有議な増加を示した増加群;12名，

11惑な減少をぶした減少群:9名，有意な芝をの宛られなか
った維持群:15名に分けられた.減少群と緩持群の2尽!の

体力テスト合計点の平均値関には僚かな増加銭i海が見られ

たものの，有惑ではなかった.これは皆様約な運動によっ

てのみ得られた体力の増加であったと推察される.一方，

身体運動議増加群においては，体力テスト合計点の有意な

増加が見られた(p.く0.05).この結果は，滋捜部jな身体運動
に伴う日常の勢体運動盤の増加が，体力増進に影響を及ぼ

すことを示すものである.
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